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（（レレススポポンンシシブブルル・・ケケアア活活動動報報告告））  

  

  

  

    明石工場は災害防止と地球環境の 

保全の為に最大限の努力をします。 
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１１．．ははじじめめにに  
 

私たち 株式会社        は、 

 

「「新新ししいい潮潮流流のの変変化化にに鋭鋭敏敏でであありり続続けけるるアアググレレッッシシブブなな先先進進企企業業をを目目指指すす」」  

「「世世界界ととととももにに生生ききるる」」  

 

という２つの経営理念のもと、８つの行動憲章に則り、日々生産活動を行っています。 

とりわけ環境問題への取組みが企業の存在･活動に必須の条件であることを認識し、環境保全に配慮

するとともに、環境負荷が少なくリサイクルしやすい製品の開発・提供に努め、省資源や省エネルギー、

産業廃棄物や二酸化炭素発生量の削減に積極的に取組んでおります。 
 
 当社明石工場は、1966 年（昭和 41 年）に関西の食品製造拠点として、兵庫県加古郡稲美町に設立

し、マーガリン・ショートニングの製造を開始しました。その後、1980 年（昭和 55 年）にパイ用マ

ーガリン＜オリンピアシリーズ＞、1984 年（昭和59 年）には高粘度クリーム製品、1997 年（平成9
年）には、小入れ目製品への展開を進め、多品種少量生産等、時代のニーズに適応した食品を提供でき

る工場へと進化を続けています。 
 

工場運営の基盤として、「４つの安全」を掲げ、企業の社会的責任(ＣＳＲ)を全うし、みなさまに信

頼頂ける工場運営を心掛けております。 

＜＜44 つつのの安安全全＞＞  

①労働安全：ＯＨＳＡＳ１８００１の運用により、災害ゼロの職場環境の確立を図る。 

②品質安全：ＩＳＯ２２０００システムを活用する事により、更なる食品安全の維持･向上を図る。 

③設備安全：設備保全活動を強化し、事故ゼロ･故障ゼロを目指す。 

④環境安全：環境ＩＳＯ１４００１の運用で環境保全活動を推進し、地球に優しい工場を目指す。 

 

本報告書は、2008年度の当社明石工場のＣＳＲの取り組みと成果をまとめたものです。 

工場の運営目標として、労働安全：「労働災害ゼロ」、食品安全：「クレームゼロ」、設備安全：「故障･

事故ゼロ」、環境安全：「公害･苦情ゼロ」「産業廃棄物の対前年１％削減」「省エネ:対前年１％削減」｢Ｃ

Ｏ2 排出量：対前年１％削減｣等を掲げて取り組みました。一部には積み残した課題もありましたが、

総じて満足できる結果を収める事ができました。残した課題は、次年度も継続して精力的に課題解決致

します。 

 

 明石工場は今後も「「44 つつのの安安全全～～安安心心」」を意識した工場運営を心がけ、兵庫県の環境方針に述べられた

「「共共生生とと循循環環のの環環境境適適合合型型社社会会」」や、稲美町の謳う「「郷郷土土いいななみみ野野のの美美ししいい自自然然とと伝伝統統をを受受けけつつぎぎ、、ささららにに、、

時時代代のの進進展展にに応応じじ、、おお互互いいがが協協力力ししてて希希望望にに満満ちちたた住住みみよよいい町町ををつつくくるる」」という町民憲章に則った、地域密

着型の食品工場として社会に貢献致します。 

 

この環境レポートを通じて、当工場の諸活動をご理解頂ければ幸いです。 

また、皆様からのご意見･ご指導を多数頂き、より良い工場を目指して今後も努力致します。 

 

 

２００９年８月 

 

株式会社    明石工場 

      工場長 遠藤 周 
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２２，，工工場場概概要要  

  
  
明明石石工工場場ははＪＪＲＲ山山陽陽本本線線土土山山駅駅よよりり東東方方面面約約２２ｋｋｍｍにに位位置置しし、、第第二二神神明明道道路路明明石石西西イインンタターー  

かからら北北東東方方面面にに約約１１．．５５ｋｋｍｍとと立立地地条条件件はは優優れれてていいるる。。  

工工場場周周辺辺はは住住宅宅化化がが進進んんででおおりり環環境境問問題題等等、、近近隣隣にに対対ししてて細細心心のの配配慮慮ををししてて地地域域ととのの共共存存共共栄栄  

にに努努めめてておおりりまますす。。  

  

  （（１１））工工場場所所在在地地  兵兵庫庫県県加加古古郡郡稲稲美美町町六六分分一一１１１１８８３３－－１１５５  

    

（（２２））設設立立年年月月日日  １１９９６６６６年年（（昭昭和和４４１１年年））  

    

（（３３））敷敷地地面面積積    ４４１１,,４４２２７７㎡㎡（（１１２２,,６６００００坪坪））  

    

（（４４））従従業業員員数数              ４４４４名名  

                    協協力力会会社社約約１１００００人人工工    

    

  （（５５））主主要要製製品品    ママーーガガリリンン、、シショョーートトニニンンググ、、高高粘粘度度ククリリーームム、、小小袋袋製製品品、、  

製製パパンン改改良良剤剤等等のの業業務務用用製製品品  

    

  （（６６））工工場場のの活活動動  ＩＩＳＳＯＯ１１４４００００１１・・ＯＯＨＨＳＳＡＡＳＳ１１８８００００１１・・ＩＩＳＳＯＯ２２２２００００００活活動動のの推推進進、、  

ＴＴＰＰＭＭ活活動動のの推推進進  

  

  

  

  

  

  

明石工場 
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３３，，環環境境方方針針・・労労働働安安全全衛衛生生・・食食品品安安全全方方針針  
  

          環環    境境    方方    針針  
  

明明石石工工場場はは、、播播州州平平野野のの東東にに位位置置しし、、古古くくかからら温温暖暖でで緑緑豊豊かかなな土土地地ででああるる。。ここれれ  

    ららのの環環境境をを守守りり、、次次世世代代ににつつななげげるるこことともも含含めめ、、以以下下のの環環境境方方針針にに基基づづいいてて事事業業活活  

    動動をを行行いいまますす。。  

  

１１，，  明明石石工工場場ははママーーガガリリンン・・シショョーートトニニンンググ・・ククリリーームムのの食食品品をを製製造造ししてていいるるここととをを踏踏

ままええ、、全全ててのの事事業業活活動動にに基基づづくく環環境境影影響響にに対対しし、、地地球球環環境境のの保保全全のの為為にに、、環環境境ママネネジジ

メメンントトシシスステテムムのの構構築築をを図図りり、、継継続続的的改改善善とと汚汚染染のの予予防防にに努努めめまますす。。  
  

２２，，  環環境境関関連連のの法法令令、、規規則則及及びびそそのの他他のの要要求求事事項項をを遵遵守守すするるにに加加ええ、、技技術術的的・・経経済済的的にに

可可能能なな範範囲囲でで自自主主基基準準をを定定めめ、、守守りりまますす。。  
  

３３，，  環環境境目目的的・・目目標標をを定定めめ、、ここれれをを適適宜宜にに見見直直ししまますす。。  
  

４４，，  廃廃棄棄物物発発生生量量のの削削減減、、省省エエネネルルギギーーをを図図りり、、資資源源のの有有効効利利用用にに努努めめまますす。。  
  

５５，，  ここのの方方針針はは文文書書化化しし、、協協力力会会社社をを含含むむ全全従従業業員員にに周周知知ささせせるるとと共共にに、、外外部部のの求求めめにに

応応じじ公公開開ししまますす。。  
  

                                    
  

                          株株式式会会社社                  明明石石工工場場  
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環境マネジメントシステム登録証 
 

（ＩＳＯ１４００１認証登録証） 



  

        労労  働働  安安  全全  衛衛  生生  方方  針針  
        

明明石石工工場場はは、、以以下下のの労労働働安安全全方方針針にに基基づづいいてて事事業業活活動動をを行行いいまますす。。  

  

１１，，  明明石石工工場場ははママーーガガリリンン・・シショョーートトニニンンググ・・ククリリーームムのの食食品品をを製製造造ししてていいるるここととをを踏踏

ままええ、、事事業業活活動動のの全全ててのの分分野野でで全全員員がが協協力力ししてて労労働働災災害害のの撲撲滅滅とと健健康康のの増増進進をを図図るる為為

にに、、リリススククアアセセススメメンントトのの実実行行をを含含むむ労労働働安安全全衛衛生生ママネネジジメメンントトシシスステテムムをを運運用用しし、、

継継続続的的改改善善にに努努めめまますす。。  

  

２２，，  労労働働安安全全衛衛生生関関連連のの法法令令、、規規則則及及びびそそのの他他のの要要求求事事項項をを遵遵守守すするるにに加加ええ、、技技術術的的・・

経経済済的的にに可可能能なな範範囲囲でで自自主主基基準準をを定定めめ、、守守りりまますす。。  

  

３３，，  労労働働安安全全衛衛生生目目標標をを定定めめ、、ここれれららをを適適宜宜にに見見直直ししまますす。。  

  

４４，，  従従業業員員ににはは、、労労働働安安全全衛衛生生教教育育・・訓訓練練をを実実施施すするる事事でで責責務務（（義義務務））をを自自覚覚ささせせ労労働働

安安全全衛衛生生にに関関すするる意意識識のの向向上上をを図図るる。。  

  

５５，，  ここのの方方針針はは文文書書化化ししてて、、協協力力会会社社をを含含むむ全全従従業業員員にに周周知知ささせせるるとと共共にに、、外外部部のの求求めめ

にに応応じじ公公開開ししまますす。。  

  

                                    

  
                                株株式式会会社社                      明明石石工工場場  

  

                                        
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

労働安全衛生 
マネジメントシステム登録証 

 
（ＯＨＳＡＳ１８００１適合証明書） 

４ 



  

        食食  品品  安安  全全  方方  針針  
        

株株式式会会社社ＡＡＤＤＥＥＫＫＡＡはは、、業業務務用用ママーーガガリリンン、、シショョーートトニニンンググややククリリーームム類類をを生生産産しし、、  

パパンンメメーーカカーー、、菓菓子子メメーーカカーー、、そそのの他他ああららゆゆるる分分野野のの食食品品メメーーカカーーをを主主要要ユユーーザザーーとと  

すするる食食品品製製造造工工場場ででああるる。。  

  

最最終終消消費費製製品品ででははななくく中中間間製製品品をを製製造造ししてていいるる事事はは、、万万がが一一、、品品質質異異常常ををききたたししたた商商

品品をを送送りり出出ししててししままっったた場場合合ユユーーザザーーのの使使用用にによよっってて食食品品危危害害のの範範囲囲はは拡拡大大しし、、最最終終消消

費費者者へへのの被被害害範範囲囲ははととててつつももななくく広広ががるる事事をを意意味味すするる。。  

  

明明石石工工場場のの従従事事すするる従従業業員員はは全全員員、、そそのの事事をを真真摯摯にに受受けけ止止めめ、、「「食食品品のの安安全全とと安安心心」」

をを優優先先課課題題ととししてて位位置置付付けけ、、食食品品のの生生産産活活動動にに従従事事すするる。。  

  

食食品品のの安安全全とと安安心心をを確確実実にに提提供供すするるたためめににはは、、法法令令やや規規制制要要求求事事項項のの順順序序ははももととよよりり、、

おお客客様様のの食食品品安安全全にに関関すするる要要求求をを第第一一にに捉捉ええるる。。そそのの具具体体的的なな活活動動ととししてて、、明明石石工工場場のの

食食品品安安全全ママネネジジメメンントトシシスステテムムをを有有効効にに運運用用しし、、よよりり良良いい明明石石工工場場ととししてて継継続続的的にに進進化化

をを続続けけてていいくく。。  

  

＜＜わわれれわわれれ明明石石工工場場のの全全従従業業員員はは、、ＦＦＳＳＭＭＳＳをを最最大大限限にに活活用用しし、、心心かからら安安心心ででききるる食食品品

をを社社会会にに提提供供すするる事事ををここここにに誓誓うう＞＞  

                                    

  
                                株株式式会会社社                      明明石石工工場場  
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食品安全 
マネジメントシステム登録証 

 
（ＯＨＳＡＳ１８００１適合証明書） 



４４，，環環境境・・労労働働・・食食品品安安全全ママネネジジメメンントトシシスステテムムのの状状況況  
（１）環境管理・労働安全・食品安全推進組織 

当工場の環境管理・労働安全・食品安全推進組織は工場長を委員長として、全部署の代表者で構 

成する｢4つの安全会議」を中心とし、協力会社３社を含め全員参加の活動を行っております。 又、

工場長の責務として、環境管理・労働安全・食品安全の最終責任を負うとともに、必要とされる経

営資源(人的資源、専門的な技能、技術、資金)を経済的、合理的かつ計画的に提供する責任を負っ

ております。 

 

  

  
 

（２）環境教育及び活動への取組み 

  当工場は、２００６年から「改善プロジェクト２００６」と言う改善活動組織を立ち上げ、会社・

各課の垣根を越えた改善活動を展開しており、全従業員のロス（無駄）に対する意識改革と生産技術

に関する（ＳＧ）改善活動・環境及び省エネ意識レベル向上を目的に３部会で活動を推進しておりま

す。 

 

 

（３）２００８年度目標 

２００８年度は以下の目標を掲げ活動してきました。 

①労働災害及び通勤途上災害の撲滅   発生ゼロ。 

②生産設備等に係わる重大事故の撲滅   発生ゼロ。 

③労働安全（OHSAS18001）・環境（ISO14001）パフォーマンスの効果的運用による有効性向上。 

 更に食品安全ＭＳ＜ＩＳＯ２２０００＞の定着運用＜適合性＞と継続的改善＜有効性＞への

展開。 

工場長 

Ｓ
Ｇ
部
会

 

省
エ
ネ
部
会

収
率
改
善
部
会

事務局 

工場長

４つの安全会議 

業務課長 技術課長製造課長 

製造１係長 製造２係長 

ＡＤＥＫＡ総合設備㈱ 明石営業所長

ＡＤＥＫＡ物流㈱ 明石営業所長 

明石加工サービス㈱ 社長 

労働組合明石分会三役 

ゼロ災委員会 

６ 



（４）環境会計(単位：千円) 

２００８年度は「改善プロジェクト」の省エネ・収率改善活動による環境に優しい安全な製品作り

を目指し、包装資材の簡素化や製造方法の改善等の効果です。 

  

  

  

  

  

  

  

  

５５，，環環境境パパフフォォーーママンンスス（（環環境境保保全全へへのの取取組組みみとと改改善善状状況況））  
（１）水質汚濁への対応 

①井戸水の利用状況 

     当工場は２本の深井戸より汲み上げ、食品衛生法で認可されている｢飲用適の水｣として配合 

水、洗浄水、またボイラー用水・機器の冷却水として使用しています。（１２万㎥／年間）  

井戸の管理については｢東播磨地下水利用対策協議会｣に加盟し活動しております。 

 

②排水の水域への排出 

当工場の生産活動に伴う生産工程からの排水（１日２２０㎥／ｄａｙ以下）は、２００７年

９月より加古川流域下水道に接続放流開始。  接続した現在も、加古川流域下水道に流す前

に排水処理設備で一次処理をした後（規制値以下のクリーンな水である事を確認後）放流して

おります。 

 

（２）大気汚染への対応 

  当工場は２００７年５月に生産ラインの殺菌等に使用する蒸気を発生させる為に、使用していた小型

貫流ボイラー４基（８トン：燃料はＡ重油）を炭酸ガス排出量削減とボイラー設備の老朽化対策により、

エネルギー効率の高い機器導入（燃料転換：Ａ重油 → 都市ガス）をしました。 

又、電気は特別高圧電力を引いており、｢第２種エネルギー指定工場｣に指定されております。 

工場方針にのっとり以下の項目を取り決め、「改善プロジェクト２００６」の各部会活動で改善への取

組みを展開しております。  
① エネルギーの効率の高い機器の導入。（省エネ部会活動） 

② 生産の集中化によるエネルギー効率の向上。（収率改善部会活動） 

③ 蒸気・冷却水漏れ等、ロスの削減。（省エネ部会活動） 

④ 照明はこまめに消灯(常時不要場所、昼休み休憩時等)する。（省エネ部会活動） 

⑤ 冷暖房設定温度は夏季２８℃以上、冬期２０℃以下にする。（省エネ部会活動） 

⑥ 駐車中の自動車はエンジンを停止する。又、アイドリングは禁止する。 

  

電電気気使使用用量量（（単単位位：：ＫＫＬＬ））  原原油油換換算算  

1,949 1,939 1,792 1,805
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 ２００７年度 ２００８年度 

環境設備投資額 ３１，３１９ ９，５７７ 

環境維持コスト ５７，５３９ ５６，８６８ 

環境保全効果に伴う経済効果 ２７，５９８ ４３，５８４ 

７ 



重重油油・・都都市市ガガスス使使用用量量（（単単位位：：ＫＫＬＬ））  原原油油換換算算  

1,199
1,129 1,019 997
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生生産産量量とと炭炭酸酸ガガスス排排出出量量推推移移  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
（３）廃棄物への対応 

当工場の生産工程から各種の廃棄物が発生します。２００８年度は、食品安全（ＩＳＯ２２０００）

マネジメントシステム運用の効果と明石工場が取組んでいる「改善プロジェクト２００６」活動の効

率的な生産調整・製造方法によりライン洗浄を減らす等、様々な改善（工夫）により、対前年１％削

減を目標に対して結果は、対前年 △ ２２％と大幅な削減が出来ました。 今後も、ＩＳＯ２２０

００確実な運用と「改善プロジェクト２００６」活動、更に５Ｒ（リフューズ(買わない)、リュース

(何度も使う)、リペアー(修理する)、リデュース(減量)、リサイクル(再生)）推進により、２０１０

年の目標達成に向けて更なる努力を行っております。 

一方、２００８年度のゼロエミッションへの取り組み結果は ２.５％でしたが、２００９年度は、

中間処理で発生している焼却灰等の再資源化の検討を進めており、全社目標（０.５％以下）を大き

く達成し、０.３％の見込みです。  

  

廃棄物発生推移グラフ
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工工場場内内再再資資源源化化スステテーーシショョンンででのの分分別別保保管管風風景景  

  
 

（４）指定化学物質の排出（ＰＲＴＲ法） 

当工場のＰＲＴＲ法「特定化学物質の環境への排出量把握及び管理の推進に関する法律)に該 

当する物質は冷凍設備の冷媒（フロン２２）のみで、排出もほとんどありません。冷凍設備の保 

守管理の徹底を実施しております。 

 

（５）グリーン購入 

  当工場のグリーン購入は事務用品及び備品を中心に進めており、２００８年度は、２３２品目（種

類）中、１８３品目のエコ製品を購入し、集計で７８．９％の達成率となっております。 残りの品

目についても順次見直しを進めていきます。  

又、従業員の日常のエコ活動として以下を取り決め行動しております。 

① 使用済みの封筒は社内メール等で再利用する。 

② コピー用紙は再生紙を購入し、両面印刷を原則として枚数の削減をする。 

 

６６，，安安全全・・衛衛生生活活動動  
（１）活動成果 

  当工場は２００３年度に「ＯＨＳＡＳ１８００１」の適合を取得し、リスクアセスメントの抽出と

改善を実施して来ております。  

又、当工場は「真の原因追求と活きた対策の構築」を合言葉に災害をゼロにする為、徹底的な職場

討議と対策を実施。 教育、点検、パトロール等も実施し、再発防止に努めております。 

 

                                                                   

    （（始始業業前前のの腰腰痛痛防防止止体体操操））      （（ＯＯＨＨＳＳＡＡＳＳ１１８８００００１１審審査査受受診診風風景景））  
（２）緊急事態への対応 

  当工場は、１９９５年に発生した｢阪神・淡路大震災｣を教訓に毎年定期的に防災訓練を実施し 

ております。又、労働安全衛生マネジメントシステムの中には｢緊急事態への準備及び対応｣をマ 

ニュアル化し、｢緊急事態発生に伴う対処基準｣｢行政及び住民に通報を要する時の基準｣｢防災基 

準｣と整備が終了し、以降は運用と継続的改善に努めております。 

９ 



 
（ 防 災 訓 練 風 景 ）   （ 消 火 訓 練 風 景 ）  

  

７７，，環環境境・・安安全全ココミミュュニニケケーーシショョンン  
（１）法遵守と環境情報の公開 

  当工場は、株式会社ＡＤＥＫＡの経営理念であるコンプライアンス(法律遵守)を基本方針と 

 して活動しており、環境情報については「環境方針」「当工場の著しい環境側面」等は公開して 

 おります。 

（２）地域とのコミュニケーション 

  当工場内は緑化計画に沿って緑豊かな工場に努めています。又、（財）ひょうご環境創造協会 

に加盟し地域一体の活動を推進しております。 
  

８８，，食食品品安安全全ママネネジジメメンントト活活動動  
食品安全への取り組み 

  当社は、「おいしさと安心のベストパートナー」であるために、食の安全が確認出来るシステム構

築とＩＳＯ２２０００マネジメントシステムの確実な運用を目指して日々取組んでおります。 

  ①製品・原料のトレーサービリティーシステムの構築。 

  ②協力会社を含めた食品安全に関する教育を行い、知識レベルのアップを進めております。 

食品安全活動については「食品安全方針」に則して活動を進めております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
          発発行行日日                    ２２００００９９年年８８月月３３１１日日              
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株株式式会会社社              明明石石工工場場  業業務務課課  行行  
  

ごご意意見見ををおお聞聞かかせせ下下ささいい  
  

私私たたちちはは地地球球環環境境のの保保全全とと労労働働安安全全衛衛生生にに積積極極的的にに取取組組んんででおおりりまますす。。  

ここのの環環境境レレポポーートト((レレススポポンンススシシブブルル・・ケケアア活活動動報報告告))のの発発行行でで、、未未だだ不不十十分分なな面面

がが多多々々ああるるかかとと思思いいまますす。。  

  皆皆様様よよりり、、頂頂いいたた貴貴重重ななごご意意見見、、率率直直ななごご感感想想をを今今後後のの参参考考ととささせせてて頂頂きき、、よよ

りり良良いい工工場場運運営営にに反反映映ささせせてて、、活活動動をを進進めめたたいいとと考考ええてておおりりまますす。。  

  

  

株株式式会会社社              明明石石工工場場      
環環境境管管理理委委員員会会・・安安全全衛衛生生委委員員会会・・食食品品安安全全チチーームム    

    

  

１１,,ここのの環環境境レレポポーートト((レレススポポンンススシシブブルル・・ケケアア活活動動報報告告))のの記記載載項項目目ははいいかか  

ががでですすかか？？  

  

  aa..物物足足りりなないい  bb..普普通通    cc..充充実実ししてていいるる  dd..そそのの他他((          ))  

  

２２,,ここのの環環境境レレポポーートト((レレススポポンンススシシブブルル・・ケケアア活活動動報報告告))のの記記載載内内容容ははいいかか  

ががでですすかか？？  

  

aa..理理解解ででききなないい  bb..普普通通    cc..よよくく理理解解ででききたた  dd..そそのの他他((          ))  

  

３３,,ごご意意見見、、ごご感感想想ををおお願願いい致致ししまますす。。    

  

  

  

  

  

  

  

  

  おお名名前前            年年齢齢      歳歳    性性別別  男男性性・・女女性性  

  ごご連連絡絡先先ののごご住住所所                                            

  電電話話番番号号                      ＦＦＡＡＸＸ番番号号                    
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